
５月１９日 ( 水 ) 判決へ

3 月 1 日～ 3日第 2次東京行動、国会議員への要請、 地元議員中心の院内集会
　3月 4 日 昼 12 時裁判所北門集合で宣伝と署名提出

3月 5 日 大阪アスベスト対策センター幹事会
3月 10 日 11 時 45 分淀屋橋集合で宣伝行動、署名提出行動
　　17 日・24 日 12 時集合で宣伝と署名提出
  27 日 石対連総会、集会、宣伝行動
  31 日 大阪アスベスト対策センター総会　森講演
4月 5～ 7日 第 3次東京行動　院内集会　100 名規模で
　または 6～ 8日  判決行動対策会議
5月 19 日 （水）　〔大阪行動〕

   12:30 判決前集会（大阪地裁正門前）
   13:30 判決言い渡し（大阪地裁２０２号法廷）
   14:30 ～ 15:30　判決報告集会（場所未定）

5月 20 日（木） 〔東京行動〕
   10:30 ～ 12:00　厚労省・環境省前大行動
　 13:30 ～ 15:30　早期解決を求める大集会（社会文化会館 )

 16:00 ～ 18:00 院内判決報告集会（議員会館）

　

日
頃
か
ら
大
阪
・
泉
南
ア
ス
ベ

ス
ト
国
賠
訴
訟
に
大
き
な
ご
支

援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
心
よ
り

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
二
〇
〇
六
年
五
月
に
提

訴
し
た
、
泉
南
ア
ス
ベ
ス
ト
国
賠

訴
訟
は
、
い
よ
い
よ
本
年
五
月

十
九
日
に
判
決
を
迎
え
ま
す
。

　

裁
判
の
中
で
は
、
国
が
、
す
で

に
七
〇
年
も
前
か
ら
深
刻
な
石

みんなで判決を見つめる判決行動
大阪・泉南アスベスト国賠訴訟

大
阪
・
泉
南
ア
ス
ベ
ス
ト
国
家
賠
償

訴
訟
原
告
団
・
弁
護
団

泉
南
地
域
の
石
綿
被
害
と
市
民
の
会

大
阪
泉
南
地
域
の
ア
ス
べ
ス
ト
国
家

賠
償
訴
訟
を
勝
た
せ
る
会

綿
被
害
が
発
生

し
て
い
た
こ
と

を
「
知
っ
て
い

た
！
」
、

そ

し

て
、
そ
の
被
害

発
生
を
防
止
す

る
こ
と
が
「
で

き
た
！
」
、
に
も

か

か

わ

ら

ず
、

国
民
の
命
や
健

康
よ
り
も
経
済

発
展
を
最
優
先

し
て
必
要
な
対

策
や
規
制
を
「
や

ら
な
か
っ
た
！
」

こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち

は
、
五
月

十
九
日
の

判

決

で
、

こ
う
し
た

国
の
重
大

な
法
的
責

任
が
明
確

に
断
罪
さ

れ
る
こ
と

を

確

信

　弁護士 伊藤明子（TEL:078-361-9494）
  弁護士 村松昭夫（TEL:06-6361-03039）

2/14 現在の署名

到達350,352筆

５月１９日判決までの取り組み（予定）

し
、
勝
訴
判
決
を
契
機
に
、

国
に
対
し
て
、
日
本
の
ア
ス

ベ
ス
ト
被
害
の
原
点
で
あ
る

泉
南
ア
ス
ベ
ス
ト
の
早
期
全

面
解
決
を
求
め
ま
す
。

　

「
み
ん
な
で
泉
南
ア
ス
ベ

ス
ト
判
決
を
見
つ
め
る
判
決

行
動
」
に
、
是
非
ご
参
加
お

願
い
致
し
ま
す
。

大
阪
泉
南
地
域
の
ア
ス
ベ
ス
ト
国
家
賠
償
訴
訟
を
勝
た
せ
る
会
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　判決行動への参加のお願い



１５０名が参加

2010年２月１４日
阪南市サラダホール

　

地
元
泉
南
・
阪
南
市
会
議
員
、
九
名
の
方
が

　

参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

二
月
十
四
日
、
阪
南
市

サ
ラ
ダ
ホ
ー
ル
に
て
原

告
・
弁
護
士
・
各
種
団
体
・

支
援
者
の
方
々
・
阪
南

市
・
泉
南
市
会
議
員
九
名

出
席
の
も
と
、
会
場
満
席

百
五
十
名
の
参
加
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
国
会
議
員
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
も
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

　

原
告
の
悲
し
み
と
怒
り

の
提
訴
か
ら
三
年
半
、
よ
う
や
く

今
年
の
五
月
十
九
日
判
決
と
な
り
、

出
席
者
全
員
勝
利
判
決
に
向
け
て

四
〇
万
署
名
達
成
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
多
く
の
方
々
の
支
援
と
ご

協
力
を
よ
り
以
上
広
げ
、
た
た
か

い
ぬ
く
こ
と
が
勝
利
へ
の
道
と
誓

い
合
い
ま
し
た
。

　

ま
た
記
念
講
演
で
は
、
森
裕
之

教
授
（
立
命
館
大
学
政
策
科
学
部
）

が
ア
ス
ベ
ス
ト
廃
絶
と
社
会
の
転

換
の
な
か
で
生
命
を
大
切
に
す
る

世
の
中
へ
と
い
う
お
話
が
、
強
く

印
象
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
韓
国
の
石
綿
被
害
の
方
々

と
の
交
流
で
悲
し
い
歴
史
を
お
話

さ
れ
、
国
境
を
こ
え
て
訴
え
ら
れ

た
姿
に
心
か
ら
熱
い
も
の
を
感
じ

ま
し
た
。

　

泉
南
ア
ス
ベ
ス
ト
裁
判
は
、
日

本
全
国
に
お
よ
ぼ
す
影
響
は
大
き

く
、
世
界
的
に
関
心
あ
る
問
題
で

あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
ま
し
た
。

最
後
ま
で
悔
い
の
残
ら
な
い
支
援

を
と
思
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
、

ご
一
緒
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

泉
南
市
長　

向
井　

通
彦

　

ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
救
済
に
向

け
た
早
期
の
実
態
把
握
・
解
決
を

心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
て
お
り
ま

す
。

阪
南
市
長　

福
山　

敏
博

　

「
泉
南
地
域
の
石
綿
被
害
と
市
民

の
会
」「
大
阪
泉
南
地
域
の
ア
ス
ベ

ス
ト
国
家
賠
償
訴
訟
を
勝
た
せ
る

会
」
の
被
害
者
の
立
場
に
立
た
れ

た
ご
奮
闘
と
ご
努
力
の
結
果
に
よ

り
、
被
害
者
の
方
へ
の
救
済
等
に

つ
き
、
一
定
の
成
果
と
実
績
を
あ

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
活
動
に

心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

泉
南
市
議
会
議
長　

堀
口　

武
視

　

大
阪
泉
南
地
域
ア
ス
ベ
ス
ト
国

家
賠
償
訴
訟
の
勝
利
を
祈
念
し
ま

す
。

阪
南
市
議
会
議
長　

中
谷　

清
豪

　

本
訴
訟
の
全
面
解
決
を
目
指
す

た
め
に
は
、
世
論
へ
い
っ
そ
う
喚

起
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

本
つ
ど
い
に
よ
る
喚
起
を
非
常
に

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

国
土
交
通
大
臣
政
務
官　

 

衆
議
院
議
員　

長
安　

た
か
し

　

こ
の
度
の
「
泉
南
ア
ス
ベ
ス
ト

国
賠
勝
利
判
決
と
全
面
解
決
を
め

ざ
す
二
〇
一
〇
新
春
の
つ
ど
い
」

が
実
り
多
き
も
の
と
な
り
ま
す
こ

と
を
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

民
主
党　

　

衆
議
院
議
員　

大
谷　

啓

　

民
主
党
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
推

進
議
員
連
盟
は
、
安
心
し
て
生

活
で
き
る
環
境
の
た
め
に
、
泉

南
地
域
の
石
綿
被
害
と
市
民
の

会
と
と
も
に
、
ア
ス
ベ
ス
ト
国

賠
訴
訟
判
決
後
の
早
期
解
決
に

向
け
て
尽
力
い
た
し
ま
す
。

社
民
党　

　

衆
議
院
議
員　

服
部　

良
一

　

原
告
の
方
々
の
活
動
が
、
問

題
の
早
期
解
決
へ
と
結
実
さ
れ

ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

自
民
党
文
部
科
学

　

元
副
大
臣　

松
浪　

健
四
郎

　

鳩
山
首
相
は
、
先
の
所
信
表

明
演
説
で
、幾
度
も
「
命
の
尊
さ
」

に
つ
い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。
な

ら
ば
、
ア
ス
ベ
ス
ト
で
苦
し
ん

で
お
ら
れ
る
被
害
者
の
皆
様
を
、

政
治
の
力
に
よ
っ
て
救
済
す
べ

き
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

公
明
党　

大
阪
府
本
部
代
表

　

衆
議
院
議
員　

佐
藤　

茂
樹

貴
原
告
団
の
勝
利
判
決
・
早

期
解
決
と
皆
様
の
ご
健
勝
・
ご

多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

公
明
党　

　

参
議
院
議
員　

山
下　

栄
一

今
後
と
も
、
泉
南
ア
ス
ベ
ス

ト
国
賠
原
告
団
の
支
援
の
戦
い

に
、
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

日
本
共
産
党　

　

衆
議
院
議
員　

吉
井
英
勝

　

国
に
責
任
を
認
め
さ
せ
、
被

害
者
へ
の
謝
罪
と
補
償
制
度
実

現
を
求
め
、
こ
れ
以
上
被
害
を

拡
大
し
な
い
対
策
を
す
す
め
さ

せ
る
取
り
組
み
は
、
極
め
て
重

要
な
意
義
を
も
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
声
が
世
論
を
大
き

く
ま
き
お
こ
し
、
裁
判
で
の
勝

利
を
勝
ち
と
る
ま
で
、
と
も
に

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

日
本
共
産
党　

　

参
議
院
議
員　

宮
本
た
け
し

　

石
綿
の
労
災
認
定
も
抜
本
的

に
見
直
し
、
被
害
に
対
す
る
補

償
水
準
を
引
き
上
げ
る
な
ど
、

救
済
制
度
を
早
急
に
改
善
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

日
本
共
産
党　

参
議
院
議
員　

山
下
よ
し
き

　

働
く
も
の
の
健
康
を
顧
み
ず

ア
ス
ベ
ス
ト
の
使
用
を
認
め
て

き
た
国
の
責
任
を
明
確
に
し
、

ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の
全
面
的
な

救
済
と
被
害
根
絶
の
た
め
、
最

後
ま
で
と
も
に
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。

　

私
の
故
郷
・
忠
南
の
洪
城
で
は
、
石
綿
鉱
山
周
辺
の

住
民
二
百
十
五
名
の
う
ち
九
十
七
名
が
ア
ス
ベ
ス
ト
関

チ
ョ
ン　

チ
ヨ
ル
さ
ん

（
韓
国
ア
ス
ベ
ス
ト
追
放
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

忠
南
地
域
委
員
長
）

連
疾
患
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
韓
国
政
府
は
大
規
模
な
住
民
健
康

調
査
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
政
府
か
ら
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の
こ

と
を
知
ら
さ
れ
た
の
は
、
日
本
で
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
が
社
会
問
題
に
な
っ

た
た
め
で
す
。
そ
の
意
味
で
、
日
本
の
被
害
者
・
原
告
の
み
な
さ
ん
に
は

と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

泉
南
の
裁
判
は
、
韓
国
の
み
な
ら
ず
世
界
中
の
被
害
者
救
済
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
連
帯
し
て
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の
救
済

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
勝
利
判
決
を
心
か
ら
期
待
し
て
い
ま
す
。

（順不同）


